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≪平成17年9月9日（金）第9回社会保険事業運営評議会≫  

匪画 平成16年度収支決算について  

○ 政府管掌健康保険の収支決算の推移   

○ 船員保険の収支決算の推移   

○ 厚生年金保険の収支決算の推移   

○ 国民年金の収支決算の推移   











≪平成17年9月9日（金）第9回社会保険事業運営評議会≫  

琴杜旦  

国民年金保険料の平成16年度の納付状況の分析等について   

行動計画に基づく収納対策の実施結果  

○ 平成16年度は、各事務所毎に目標納付率及びその達成に必要と見込まれる督励規模を数値化した行動計画（アクションプ   
ログラム）を策定し、当該計画の進捗管理を図りつつ収納対策に取り組んだ。  

○ 行動計画に基づく収納対策は、各督励とも概ね計画どおり達成。  
○ 一万、納付率は、前年度を若干上回ったものの行動計画上の納付率（65．7％）には2．1ポイント及ばぬ厳しい結果。   

［平成16年度目標納付率の達成状況］  

平成16年度納付率   平成16年度目標納付率   達成状況（差引）   

63．6％   65．7％   △2．1％   

16年度納付督励目標達成状況］  

16年度実績   16年度目標   達 成 率   

電話納付督励   649万件   649万件   99．9％   

戸別訪問督励   1，341万件   1，322万件   101．5％   

催告状発行件数   4，021万件   4，165万件   96．5％   

集合徴収案内件数   1，929万件   1，757万件   109．8％   

○ 目標納付率を達成した事務所は、11カ所どまり。  
○ 一方、全国の納付率に負の影響を大きく及ぼした10事務局については、17年度収納対策強化事務局として指定し、本庁   

の指導支援を徹底してい＜予定。   

［平成17年度収納対策強化事務局］   

（埼玉、干葉、神奈川、長崎、岐阜、山形、愛知、茨城、栃木、群馬）  

－1－   







≪平成17年9月9日（金）第9回社会保険事業運営評議会≫  

i資料3：  

調達委員会における調達コストの削減結果   

○ 平成16年10月に社会保険庁本庁内に社会保険庁調達委員会を設   
置し、調達削減目標の策定、調達計画の進行管理、調達案件の事前審   
査等を行い、契約方式や購入数量等をチェックすることにより、調達   
業務全般について競争性・透明性の確保及び調達コストの削減を実施   
している。  

○ これまでの調達委員会における調達コストの削減結果は次のとおり。  
（平成17年7月第17回開催分まで）  

■件数  299件 …3琵〕  
〔書芸］写芸霊≡荒芸  2  

・削減額   調達計画額798億円に対し、執行額・概算見込  
額が730億円であり、68億円が削減された。  

〕   

16年度契約分  

17年度契約分  〔書芸  

－ト  



主な改善事項  

1 契約方法  

○地方庁毎の競争入札について、本庁で一括して競争入札に付すこととした。  

年金相談センターの新設に伴う備品購入他8件  

○随意契約から競争入札に改めた。  

診療報酬磁気化補助業務委託他16件   

2 コスト削減  
企画競 ○随意契約から争に改めた。  

新成人用リーフレットの作成（冊子の簡略化・調達数量の精査により、調達計画額1，579万円が契約額687万円となり、892万円が削減された）  

学校における年金教育に必要な副読本の作成（冊子の簡略化・調達数量の精査により、調達計画額7，145万円が契約額1，215万円となり、5，930万円  

が削減された）  

○配布基準の見直しを行い、調達数量を削減した。  

財政会計六法の購入他92件  財政会計六法等   H15 740部（財会六法のみ）→H16555部（財会六法243部・財政小六法312部）185部の削減  

社会保険六法  H1512，150部→H16 4，510部 7，640部の削減  

健康保険・厚生年金保険実務要覧（追録） H15 6，968部→H163，520部 3，448部の削減   

3 仕様精査  

○システム開発案件については、システム検証委員会（平成16年11月18日設置：プロジェクト  

リーダー（民間スタッフ）参画）において開発規模等を精査することとした。  

国民年金任意加入強制喪失に係るプログラム開発他66件  

ー2－   




